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寄付金速報          

1953 年に２名の奨学生から始まった米山奨学事業は、1967 年に旧文部省の認可を得て（財）ロータリー

米山記念奨学会となりました。この年に受け入れた奨学生数は 59 名、1970 年に 103 名、1989 年に 518 名、

1998 年以降は毎年 1,100 名となるまでに至りました。このように、ロータリアンの皆様のご支援によって米

山奨学事業は、民間最大の留学生奨学団体に成長しました。特別積立金は 40 億円を超え、基本金も 50 億円

となりました。しかし、会員数の減少や長引く不況と厳しい経済環境により、96 年度をピークに寄付金は減

少を続け、９８年度には寄付金が奨学金支給額を下回りました。そして、奨学金をはじめとする奨学事業に

かかわる費用を寄付金だけで賄うことは難しくなり、99 年度には初めて特別積立金の取崩を行なって不足額

に充当しました。過去に積み立ててきた特別積立金が、現在の不足分を補っています。 
寄付金は奨学金と事業費に充て、事務管理費は運用果実で賄うことを原則としています。長期化する低金

利で運用果実も減少していますが、事務費節減をはじめ、財政の健全化と安定性確保に努めています。 
寄付金減少により、1998年度以降 1,100名を記録していた奨学生採用数を 2001年度は 100名減らし、1,000

名としました。できるだけ多くの優秀な奨学生たちを支援するために、寄付金の減少をくい止められるよう

皆様のご理解とご協力が必要です。 

１，０００名を奨学するには約２０億円が必要です。 

寄付金はこのように使われています 
（２００１年度予算）

収入
2420百万円

利子収入
7.5%
(181)

特別寄付金
54.3%

(1315）

特別積立金
取崩収入
6.2%(150）

前期繰越
12.0%(289）

普通寄付金
20.0%
(485）

寄付金合計
74.3%　（1800） 支出

2420百万円

8.2% (198)

奨学金
72.3%

(1750）

補助費
5.8%

(140）

予備費
0.8%　(20)

次期繰越
12.9%
(312)

会合費・
募金経費
・人件費

＊ｶｯｺの中は金額
 （単位：百万円）

（期首に必要な 
奨学金２ヶ月分） 

奨学金・補助費
78.1%（1890）

（期首に必要な 
奨学金２ヶ月分） 

寄付金と奨学金・事業費の推移
（９１年度～２０００年度）
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（単位：百万円）
普通寄付金 特別寄付金
特別積立金取り崩し 奨学金・事業費

(596 人) (820 人) (899 人) (897 人) (949 人) (999 人) (996 人) (1098 人) (1097 人) (1100 人) 

( )は奨学生数 

＊2001 年度奨学生数は

1,000 名 2000 

ロータリー米山記念奨学会ホームページに「ハイライトよねやま」があり最新ニュースをお知らせしています。月信などにご活用ください。ガバナーを

はじめ理事・米山奨学委員長に e-mail または Fax にて配布しています。その他希望者に配布します。http://www.rotary-yoneyama.or.jp/  


